
平成３０年度地域医療介護総合確保基金（医療分）実施事業の概要 

 

 １ 平成３０年度県計画での実施事業 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 切れ目の無い医療提供体制の確保 

 

○ 地域ごとに不足する医療機能が異なる現状 

 

○ 限られた医療資源の有効活用 

 

 

病床の機能分化・連携 

課題 

○ 病床機能転換に必要な施設・設備整備 

 

○ 地域の実状に応じ必要な医療機能を 

  確保 

○ 医療機関の連携を推進するための基盤 

   整備（キビタン健康ネットの利用促進・ 

  有効活用） 

取組の方向性 

区分 1 計 6.3 億円 

地域医療介護総合確保基金（医療分） 

 

○ 病床の機能分化・連携を推進するため

の基盤整備支援事業            

○ 地域医療提供体制強化事業 

 

○ ICT を活用した地域医療ネットワーク 

   の基盤整備事業             

【他 1事業】  

主な事業                     計 4 事業 

○ 医療関係者及び受け手である県民への普及啓発 

 

○ 不足する人的資源の有効活用 

 

○ 在宅医療を支える従事者の不足 

○ 医療現場の実状に応じた取組が必要 

 

在宅医療の推進 

課題 

○ 医療関係者による協議及び 

  県民への周知 

○ 在宅医療関係者の連携促進 

 

○ 在宅医療を支える従事者の確保・養成 

○ その他、在宅医療推進に資する事業 

 

取組の方向性 

区分 2 計 3.1 億円 

○ 在宅医療推進事業 

 

○ 【新】多職種連携による薬局・薬剤師の 

   在宅医療サービス推進事業 

○ 在宅医療推進のための人材育成事業 

○ 在宅医療基盤整備事業 

【他 10 事業】 

主な事業    計 14 事業 

 

〈基金活用の考え方〉 

 本基金は、平成 28 年 12 月に策定した「福島県地域医療構想」の達成に向けた取組のために活用します。 

○ 急性期から慢性期医療、在宅医療まで患者がその状態に応じたふさわしい医療を受けることができるよう 

   医療提供体制を整備します。                                           → 病床の機能分化・連携 

○ 将来の医療提供体制を実現するための施策と地域包括ケアシステム構築に向けた取組を一体的に推進します。     → 在宅医療の推進 

○ 本県では医療従事者の不足や偏在の解消が急務であるため、これらを解消するための施策等に重点的に取り組みます。 → 医療従事者の確保・養成 

ｆ 

合計 17.1 億円 

 

資料２－２ 



平成３０年度地域医療介護総合確保基金（医療分）実施事業の概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 医療従事者の不足及び地域偏在・ 

  診療科偏在の解消 

 

 

 

 

 

○ 医療従事者の離職を防止 

 

○ 地域医療を支える人材の育成 

 

○ 医療従事者の養成における教育水準の向上 

 

 

医療従事者の確保・養成 

課題 

○ 医療従事者の確保 

・不足する地域への人材マッチング 

 ・新卒者の県内就業促進 

 ・復職の支援 

 ・産科、小児科等の不足する人材確保 

  

 

○ 医療従事者定着に向けた勤務環境改善 

 

○ 医療従事者の連携強化、資質向上 

 

○ 医療従事者養成等に携わる人材の育成 

 

 

取組の方向性 

区分 3 計 7.7 億円 

 

○ 【新】医業承継支援事業  

○ 人材育成・定着促進事業 

○ 看護職再就業支援研修会 

○ 小児科以外の医師を対象とした小児 

  救急研修事業 

 

○ 医療勤務環境改善支援センター事業                             

 

○ 【新】クリニック及び施設で働く 

   准看護師研修 

○ 看護教育体制強化支援事業 

 

【他 30 事業】 

主な事業                  計 37 事業 


